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五
月
十
四
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
第

三
十
五
回
古
丹
別
緑
ヶ
丘
公
園
さ
く

ら
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
約
五
百
本

が
立
ち
並
ぶ
「
道
北
随
一
の
桜
の
名

勝
」
で
、
午
前
十
一
時
に
開
演
の
花

火
が
鳴
り
響
き
、
緑
ヶ
丘
公
園
さ
く

ら
祭
り
が
始
ま
っ
た
。

会
場
は
、
家
族
連
れ
や
職
場
の
仲

間
、
各
種
団
体
な
ど
で
席
を
埋
め
、

約
千
二
百
人
の
行
楽
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
桜
の
木
の
下
で
、
さ
っ
そ
く
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
鶏
串
、
ホ
ル
モ
ン

な
ど
を
焼
き
、
さ
く
ら
色
の
笑
顔
と

桜
の
花
び
ら
で
、
会
場
全
体
が
上
か

ら
下
ま
で
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
苫
前
鱗
萃
会
に

よ
る
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
な
ど
の
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
や
歌
手
の

千
原
早
　
さ
ん
が
会
場
狭
し
と
、
来

場
者
と
握
手
を
し
な
が
ら
、
す
て
き

な
歌
声
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
に
よ
る
舞
踊
に
も
多
く
の
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
カ
ラ
オ
ケ
が
行
わ

れ
、
会
場
が
最
高
潮
を
迎
え
た
。

ま
た
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
商

工
会
女
性
部
や
古
丹
別
婦
人
会
な
ど

の
、
そ
ば
や
ミ
ニ
ラ
ー
メ
ン
、
た
こ

や
き
、
味
噌
お
で
ん
、
特
産
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
ゆ
う
ゆ
う
の
ぬ
い
ぐ
る
み

や
陶
芸
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

十
三
日
（
土
）
〜
十
四
日
（
日
）

の
二
日
間
は
、
盆
栽
や
苗
木
の
即
売

会
が
花
井
商
店
横
の
広
場
で
開
催
さ

れ
、
大
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。

五
月
二
四
日
、
旭
川
地
方
法
務
局

留
萌
支
局
（
加
藤
陽
支
局
長
）
は
、

人
権
思
想
の
普
及
な
ど
を
図
る
た

め
、
毎
年
「
人
権
の
花
」
運
動
の
実

践
校
を
選
定
し
て
い
る
が
、
今
年
は
、

苫
前
小
学
校
（
中
井
清
校
長
）
と
古

丹
別
小
学
校
（
中
山
康
彦
校
長
）
が

選
定
さ
れ
た
。

当
日
は
、
加
藤
支
局
長
や
森
町
長
、

廣
瀬
教
育
長
、
苫
前
町
の
竹
橋
隆
至
、

大
矢
根
正
春
、
人
権
擁
護
委
員
ら
が

出
席
し
て
、「
人
権
の
花
」
の
贈
呈

式
が
行
わ
た
。

各
学
校
に
は
、
花
の
苗
と
花
の
種
、

プ
ラ
ン
タ
ー
が
贈
ら
れ
た
。
ね
ら
い

は
、「
花
を
育
て
な
が
ら
、
人
の
心

の
痛
み
が
わ
か
る
、
思
い
や
り
の
心

を
育
て
よ
う
」
と
人
権
の
花
運
動
を

展
開
し
て
い
る
。

ま
た
二
頭
身
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ

ん
」
と
子
ど
も
た
ち
が
写
真
を
撮
り

な
が
ら
、
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
児
童
は
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
縦
割
り
班
を
つ
く
り
、
さ

っ
そ
く
班
ご
と
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
ベ
コ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ

ア
な
ど
の
苗
を
移
植
し
、
今
後
ど
の

よ
う
に
育
て
て
い
く
か
な
ど
を
相
談

し
て
い
た
。

人
の
心
の
痛
み
が
わ
か
る

思
い
や
り
の
あ
る

心
を
育
て
よ
う

後列左端が「人ＫＥＮあゆみちゃん」（キャラクター） 子どもの笑顔には思いやりがいっぱい（苫小）

千原早　歌謡ショー

マツケンサンバを踊る苫前鱗萃会のメンバー

子ども舞踊のメンバー
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留
萌
支
庁
で
は
、
五
月
一
七
日
か

ら
管
内
６
漁
港
（
苫
前
、
留
萌
市
礼

受
、
増
毛
町
雄
冬
、
小
平
町
臼
谷
、

鬼
鹿
）
で
ニ
シ
ン
稚
魚
の
海
中
育
成

を
行
っ
た
。
苫
前
漁
港
は
、
五
月
二

三
日
に（
社
）北
海
道
栽
培
漁
業
振
興

公
社
羽
幌
事
業
所
で
育
っ
た
ニ
シ
ン

稚
魚
七
万
尾
が
運
び
込
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
の
稚
魚
は
三
週
間
ほ
ど
い

け
す
で
海
中
育
成
さ
れ
、
日
本
海
に

放
た
れ
る
。
関
係
者
は
二
〜
三
年
後

の
大
漁
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

る
。
稚
魚
は
羽
幌
事
業
所
で
孵
化
し

た
も
の
で
、
平
成
一
八
年
三
月
七
日

生
ま
れ
、
全
長
五
・
六
九
　
、
体
重

一
・
〇
七
　
。

こ
の
日
は
、
留
萌
北
部
地
区
水
産

技
術
普
及
指
導
所
職
員
や
北
る
も
い

漁
業
協
同
組
合
苫
前
支
所
職
員
、
町

内
漁
業
関
係
者
ら
が
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

ホ
ー
ス
を
使
い
岸
壁
に
用
意
さ
れ
た

「
い
け
す
」
に
稚
魚
を
移
し
た
。「
い

け
す
」
は
、
五
　
四
方
で
深
さ
二
・

五
　
、
岸
壁
よ
り
五
百
　
ほ
ど
離
れ

た
北
防
波
堤
の
中
ほ
ど
に
運
ば
れ
、

日
に
三
度
の
エ
サ
が
与
え
ら
れ
、
約

三
週
間
の
中
間
育
成
後
に
大
海
に
放

た
れ
る
。

５月17日（水）町内15戸の酪農家より、上平の共同利用
模範牧場に、約170頭の牛が入牧され、一週間ほど牛舎周辺
で、慣らし放牧された。
また、24日（水）には、一頭ずつ体重測定等が行われ、本
格的な放牧が始まった。200ヘクタールの広大な草原に放さ
れた、牛たちは、39基の風車と絶景な日本海を眺めながら、
10月中旬まで放牧され、100キロ以上体重を増やして、それ
ぞれの牛舎へ里帰りする。

入牧・放牧はじまる

苫
前
漁
港
で
ニ
シ
ン
の

稚
魚
七
万
尾
中
間
育
成
放
流

セ
ン
チ

グ
ラ
ム

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

中間育成されているニシン稚魚 運ばれたニシンの稚魚がホースでいけすに移される

癒しの世界の中で仲良く牧草を食べている
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町と町コミュニティ運動推進協議会（工藤博朋会長）が毎年、
苫前・古丹別両地区で花いっぱい事業を展開している。苫前地区
は、鎌田信夫さん（高齢者事業団会長)の挨拶で開催した。郷土資
料館前では、幼児から婦人会、老人クラブまで、約５０名が参加
して、サルビアなどの４種類の花をプランターに協力して植えた。
また、苫前小学校前の「古代ロマンロード」の街路樹の下などの
雑草取りを行った。
古丹別地区では、太田市郎さん（古丹別老人クラブ会長）の挨
拶で開催した。公民館前の古丹別西２条線を古丹別保育所園児か
ら各種社会教育団体、老人クラブまで、約７０名が参加して、最
初に歩道の花壇にある雑草取りを行った。その後、色とりどりの
花を植え、西２条線がみんなが植えた花々できれいになりました。
今後は、両地区とも近所の方などが、自主的に花の世話をする
ことになると思いますが、西２条線通りや古代ロマン道路を歩い
たときは、是非、観賞して下さい。また、事務局では「雑草やゴ
ミなどが落ちていたら、町民の皆様も清掃に協力下さい。」と自主
的な活動を期待している。

～サルビアやマリーゴールドなど～

雑草除去に精を出す苫前婦人会の皆さん

公民館前で花を植える古丹別保育所の園児の皆さん

古丹別市街地のゴミ拾いをする親子

旭克雪センターまでに拾ったゴミ類

五
月
一
三
日
（
土
）
苫
前
町
子
ど

も
会
連
絡
協
議
会
会
員
（
早
川
日
出

利
会
長
）
や
町
内
の
各
婦
人
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
三
八
九
名
が
午
前
一

〇
時
か
ら
八
名
程
度
の
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
苫
前
地
区
と
古
丹
別
地
区
そ

れ
ぞ
れ
で
、
空
き
缶
や
粗
大
ゴ
ミ
な

ど
の
ゴ
ミ
拾
い
に
精
を
出
し
た
。

冬
期
間
は
雪
の
中
に
埋
も
れ
て
い

て
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
雪
が

と
け
る
と
、
ポ
イ
捨
て
の
空
き
缶
も

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
を

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
協
力
し
な
が

ら
、
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
心
ま
で
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。」
と
言
っ
た
参
加
者
の
感
想
も
あ

っ
た
。

回
収
し
た
ゴ
ミ
は
、
翌
日
、
羽
幌

に
あ
る
ゴ
ミ
処
理
場
に
搬
入
さ
れ
た
。

（
一
般
ゴ
ミ
二
一
〇
㎏
、
破
砕
ゴ
ミ
二

五
五
㎏
、
粗
大
ゴ
ミ
三
五
㎏
）
三
八

九
人
も
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
力
を
合

わ
せ
て
き
れ
い
に
し
た「
ま
ち
」を
、
町

民
の
皆
さ
ん
で
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

苫
前
町
子
ど
も
会
ク
リ
ー
ン
作
戦

五
月
一
二
日
（
金
）
古
丹
別
小
学

校
五
年
生
（
児
童
二
四
名
。
担
任：

松
浦
隆
史
教
諭
）
が
遠
足
を
行
っ
た
。

お
弁
当
や
お
菓
子
が
入
っ
た
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
中
に
、
古
丹
別
小

学
校
前
を
八
時
五
〇
分
に
出
発
し
、

途
中
休
憩
を
入
れ
な
が
ら
、
到
着
地

の
「
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
」
ま
で
約
一

〇
キ
ロ
を
全
員
が
歩
い
た
。

画
期
的
な
こ
と
は
、
な
ん
と
ゴ
ミ

袋
を
手
に
し
な
が
ら
の
遠
足
で
あ
っ

た
。

「
遠
足
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

と
話
し
合
い
を
し
た
結
果
、
ゴ
ミ
拾

い
を
し
な
が
ら
目
的
地
の
ホ
ワ
イ
ト

ビ
ー
チ
ま
で
歩
く
こ
と
に
し
た
。」

（
松
浦
教
諭
）
横
四
〇
㎝
×
縦
七
〇
㎝

ほ
ど
の
大
き
な
ゴ
ミ
袋
に
空
き
缶
な

ど
が
五
袋
分
も
あ
っ
た
。
空
き
缶
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
が
な
か
な
か
減
少
し

な
い
中
で
、「
遠
足
」
と
「
ゴ
ミ
拾
い
」

を
融
合
さ
せ
た
遠
足
を
行
っ
た
、
子

ど
も
た
ち
と
担
当
教
諭
に
拍
手
を
お

く
り
た
い
。

遠

足

と

ゴ

ミ

拾

い

古小
５年生
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四
月
二
六
日
、
橋
場
産
業
（
代
表

橋
場
幸
一
）
の
橋
緑
会
（
池
田
民
治

会
長
）
が
、
郷
土
資
料
館
の
案
内
看

板
を
補
修
し
、
国
道
二
三
二
号
の
役

場
敷
地
内
に
設
置
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
同
社
の
地
域

貢
献
事
業
で
、
会
員
二
〇
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
で
協
力
し
よ
う
と
受

け
持
っ
て
く
れ
た
。

廣
瀬
教
育
長
も
「
こ
れ
で
五
月
一

日
の
資
料
館
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
っ

た
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
、
こ
の
看
板

を
見
て
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。」
と
橋
緑
会
の

善
意
に
感
謝
し
た
。

橋
場
産
業
株
式
会
社
が

資
料
館
の
案
内
看
板
を

補
修
設
置

五
月
三
日
、
町
内
各
小
中
高
等
学

校
や
町
営
野
球
場
で
グ
ラ
ン
ド
開
き

の
野
球
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

野
球
部
員
は
、
半
年
ぶ
り
の
グ
ラ

ン
ド
と
ボ
ー
ル
の
感
触
を
実
感
し
な

が
ら
練
習
試
合
に
望
ん
で
い
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
部
活
を

行
う
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
は
、
絶

好
の
練
習
試
合
ウ
ィ
ー
ク
だ
。

ま
た
、
審
判
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ
ィ
ー
ク
と
な
る
が
、
担
当
教
諭
も

家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
指
導
に

あ
た
る
。
児
童
・
生
徒
の
父
母
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
と
地
域
が
一

体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

こ
と
に
よ
り
、
苫
前
町
か
ら
も
、
未

来
の
大
リ
ー
ガ
ー
が
生
ま
れ
る
で
し

ょ
う
。

五
月
一
二
日
（
金
）
午
前
九
時
三

〇
分
よ
り
、
旭
親
老
人
ク
ラ
ブ
（
寺

林
正
会
長
）
が
、
シ
ル
バ
ー
防
火
ク

ラ
ブ
防
火
講
座
と
交
通
安
全
、
悪
質

商
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

ま
ず
、
北
留
萌
消
防
組
合
苫
前
支

署
の
赤
坂
さ
ん
、
天
谷
さ
ん
の
２
名

の
予
防
係
か
ら
管
内
の
火
災
概
況
、

救
急
概
況
、
住
宅
用
火
災
報
知
器
、

携
帯
電
話
一
一
九
番
通
報
な
ど
を
学

ん
だ
。
住
宅
用
警
報
器
は
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
新
築
住
宅
は
平
成
一

八
年
六
月
一
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は

平
成
二
一
年
六
月
一
日
か
ら
す
べ
て

の
住
宅
に
設
置
が
必
要
と
な
っ
た
。

ま
た
、
携
帯
電
話
に
よ
る
一
一
九
番

通
報
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
一
度
、
稚

内
消
防
署
か
ら
羽
幌
消
防
署
、
そ
し

て
、
苫
前
消
防
署
等
に
転
送
さ
れ
て

い
た
が
、
平
成
一
八
年
三
月
一
日
か

ら
は
羽
幌
消
防
署
か
ら
苫
前
支
署
な

ど
に
転
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
通
報
は
早
く
な
っ

た
。
携
帯
電
話
に
よ
る
交
通
事
故
の

通
報
な
ど
は
、
現
場
状
況
を
見
な
が

ら
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
け

が
状
況
も
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
、
消
火
器
の
使
い
方
を
実

際
に
使
用
し
な
が
ら
学
ん
だ
。
そ
の

後
、
ビ
デ
オ
で
高
齢
者
の
安
全
運
転

に
つ
い
て
学
習
し
、
古
丹
別
駐
在
所

の
木
村
徹
巡
査
部
長
が
交
通
安
全
に

つ
い
て
講
話
を
行
い
、
木
村
部
長
の

奥
様
の
千
枝
さ
ん
が
腹
話
術
「
菊
池

ケ
ン
ち
ゃ
ん
」（
人
形
名
）
で
、
や
さ

し
く
、
ゆ
か
い
に
交
通
安
全
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
。

最
後
に
、
町
企
画
振
興
課
商
工
観

光
係
の
後
藤
主
任
主
事
よ
り
、
悪
質

商
法
防
止
の
た
め
の
講
話
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
、
約
３
時
間
に
お
よ
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、「
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

満
足
な
様
子
で
学
習
会
を
終
え
た
。

球
春
ス
タ
ー
ト

〜
グ
ラ
ン
ド
開
き
〜

設置作業をする橋緑会メンバー

古中対羽中（主審：小野好さん）

真剣に消火訓練を受ける会員の皆さん

ユーモアたくさんのケンちゃん

シ
ル
バ
ー
防
火
講
座
と

交
通
安
全
・
悪
質
商
法
に
つ
い
て
ま
な
ぶ

シ
ル
バ
ー
防
火
講
座
と

交
通
安
全
・
悪
質
商
法
に
つ
い
て
ま
な
ぶ
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チャレンジデー2006 苫前町勝利！
町民の皆様のご理解ご協力をいただいて、町内全域で開催されたチャレンジデー2006も無事終了しました。結果は、
苫前町が参加率89.1％（参加者数3,672人）、岡山県新庄村が75.6％（参加者数834人）で、勝利を手にすることができ
ました。これは、カテゴリー別の対戦では、4回目（4年目）にしての初勝利となります。また、スペシャルチャレンジ
の風車対決の対戦相手、岩手県葛巻町は、参加率64.4％（参加者数5,443人）で、こちらには2年連続の勝利となります。
皆様方におかれましては、勝敗を抜きに、このチャレンジをきっかけに、毎日15分を目標に運動を続けましょう。なお、
当町の町旗が新庄村、葛巻町の両役場メインポールに１週間掲げられました。

参加率89.1％
参加3,672名

苫前保育園の園児の皆さん 雨の中３町村のゲートボール大会も行われた三協建設の皆さんがラジオ体操（字興津）

５月３１日（水）町内各所で、雨の中チャレンジデーに参加した皆さん

五
月
二
六
日
、
苫
前
町
と
留
萌
南

部
森
林
管
理
署
、
留
萌
中
部
森
林
組

合
、
苫
前
林
産
振
興
会
が
主
催
、
町

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
協
賛
で
、
平

成
一
八
年
度
木
霊
謝
恩
塔
例
祭
と
植

樹
祭
が
行
わ
れ
た
。

木
霊
謝
恩
塔
例
祭
は
、
あ
ら
ゆ
る

生
活
に
消
費
さ
れ
た
、
木
材
に
感
謝

す
る
も
の
で
、
緑
ヶ
丘
公
園
内
の
木

霊
塔
前
で
例
祭
が
行
わ
れ
た
。
植
樹

祭
は
、
地
域
の
緑
を
豊
か
に
す
る
目

的
で
、
水
辺
の
楽
校
（
古
丹
別
小
学

校
前
に
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
）
で
、
約

七
〇
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
森

町
長
が
「
自
然
豊
か
で
、
緑
と
花
が

い
っ
ぱ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
次

に
、
齊
藤
照
雄
森
林
管
理
署
長
が
あ

い
さ
つ
し
植
樹
が
始
ま
っ
た
。「
二
〇

歳
の
植
樹
」
に
は
、
金
田
恵
梨
子
さ

ん
、
大
橋
幸
恵
さ
ん
の
二
人
が
参
加

し
、
ミ
ズ
ナ
ラ
二
〇
〇
百
本
が
植
樹

さ
れ
た
。

緑
豊
か
に
木
に
感
謝

20歳の植樹（左から金田さん、大橋さん）

春
の
総
合
演
習

号
令
と
と
も
に
歯
切
れ
の
良
い
団

員
の
動
き
は
、
会
場
内
に
緊
張
を
走

ら
せ
た
。
そ
の
後
、
分
列
行
進
、
模

擬
火
災
訓
練
が
雨
の
な
か
、
古
丹
別

保
育
所
が
火
元
に
想
定
さ
れ
て
行
わ

れ
た
。

住
民
の
尊
い
生
命
や
貴
重
な
財
産

を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
消
防
団
員

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
様

も
協
力
し
て
、
火
災
・
災
害
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

森町長、小倉団長などによる閲団

苫前分団によるポンプ操法

五
月
二
八
日
（
日
）
午
前
一
〇
時

か
ら
、
平
成
一
八
年
度
苫
前
町
消
防

団
（
小
倉
哲
志
団
長
）
の
春
の
総
合

演
習
が
、
苫
前
町
公
民
館
駐
車
場
で

執
り
行
わ
れ
た
。

式
に
は
約
三
〇
名
の
来
賓
が
参
列

し
、
古
丹
別
、
苫
前
、
力
昼
の
各
分

団
か
ら
団
長
以
下
、
六
二
名
の
団
員

が
参
加
し
た
。

瀬
川
信
昭
副
団
長
の
開
式
宣
言
か

ら
始
ま
り
、
服
装
点
検
、
閲
団
、
機

械
器
具
点
検
、
引
き
続
き
、
年
代
芳

則
指
揮
者
の
も
と
、
各
分
団
合
同
に

よ
る
訓
練
礼
式
が
行
わ
れ
、
苫
前
分

団
に
よ
る
、
ポ
ン
プ
操
法
が
行
わ
れ

た
。 北

留
萌
消
防
組
合
苫
前
消
防
団
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ
公民館図書室からのお知らせ
◆「本とあそぼう　全国訪問　おはなし隊」がやってくる

６月２１日、水曜日に講談社の「本とあそぼう全国訪問おはなし隊」
が苫前保育園にやってきます。
おはなし隊は、絵本や紙芝居の読み聞かせをしてくれます。
また、右の写真のキャラバンカーの中にあるたくさんの絵本
を自由に読むことができます。

○と　き　平成１８年６月２１日（水曜日）
午後２時４５分～３時５０分まで

○ところ　苫前保育園前にキャラバンカーが
やってきます。

○対象者　１歳～７歳くらいまで
苫前保育園児以外も大歓迎、
保護者の方も参加できます。

社会教育課からのお知らせ
◆自転車ツーリングに参加しませんか？ ～とままえふるさと塾

とままえふるさと塾では、今年の夏で第5回目となる自転車ツーリングを羽幌町との共同により実施します。コ
ースは、函館市から羽幌町までの約560km日間で走破することになります。今年の夏休み、新しい自分を見つ
ける旅にチャレンジしませんか？

○日　程　　７月２７日（木）～８月３日（木）７泊８日間
○対　象　　小学５年生以上中学生　定員は１５名
○参加料　　１人　10,000円（先着順）
○申込み　　６月２３日（金）までに苫前町公民館へ

電話で申し込んでください。
○事業説明　５月２９日19:00 ～苫前町公民館

５月２９日19:00 ～羽幌町中央公民館
○その他　　参加者は、事前に実施される研修会に

参加していただきます。
７月１日（土）～２日（日）１泊２日
羽幌町中央公民館

◆みんなの公共施設を大切に守ろう。 ～不法投棄は犯罪です

雪解けを待って町民のみなさまに利用される屋外の体育施設やレジャー施設では、たくさんのゴミやペットの
フンが散乱し、苦情が多く寄せられております。
パークゴルフ場では、利用者の方々みずからの手で清掃されました。
郷土資料館では、犬の死骸が埋められており、不法投棄物として町で処分するとともに羽幌警察署苫前駐在所
に連絡・照会中です。
町内の公共施設では、ペットの立ち入りは禁止となっています。
施設を利用するすべての人が気持ちよく利用することができるよう、マナーをきちんと守りましょう。

函館市 

羽幌町 



Dr.小野の処方せん 

広報とままえ　６月号　8頁

今
月
の
担
当
は
簗
瀬
保
健
師
で
す
。 
『
子
ど
も
の
虫
歯
っ
て
？
』 

健　　康 
ばんざい 

の
付
着
し
て
い
る
時
間
」
が
虫
歯
に

大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
。

つ
ま
り
、
食
べ
か
す
を
残
さ
な
い
！

食
べ
か
す
を
長
時
間
歯
に
付
着
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
！
と

言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

予
防
で
大
切
な
こ
と

★
食
べ
た
ら
磨
く
。

★
寝
る
前
に
食
べ
な
い
。

★
水
分
を
取
り
な
が
ら
食
べ
る
。

今
月
は
子
ど
も
の
虫
歯
に
つ
い
て

の
話
で
す
。

虫
歯
の
原
因

簡
単
に
言
う
と
お
口
の
環
境
（
歯

並
び
等
）
・
食
べ
物
・
時
間
経
過
が

関
与
し
て
い
ま
す
。

「
歯
に
付
着
し
て
い
る
甘
い
成
分
と
そ

★
ダ
ラ
ダ
ラ
と
食
べ
な
い
。

★
お
や
つ
は
決
ま
っ
た
時
間
内
に
。

年
齢
に
応
じ
た
予
防
方
法

＊
生
後
〜
授
乳
期
（
一
歳
く
ら
い
ま

で
）離

乳
食
が
始
ま
っ
て
も
、
味
付
け

は
薄
め
に
し
、
特
に
甘
い
物
は
与
え

な
い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

歯
磨
き
は
「
歯
磨
き
を
楽
し
ま
せ

よ
う
！
」
と
言
う
意
気
込
み
で
行
っ

て
あ
げ
て
下
さ
い
。

＊
断
乳
時
期

夜
、
寝
か
し
つ
け
る
た
め
に
授
乳

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
う
と
寝
て

い
る
間
に
虫
歯
に
な
る
可
能
性
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
。
１
歳
過
ぎ
に

は
断
乳
し
た
方
が
歯
に
と
っ
て
も
健

康
的
で
す
。

＊
一
歳
か
ら

規
則
正
し
く
食
事
と
お
や
つ
を
摂

取
す
る
食
生
活
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

遊
び
な
が
ら
食
べ
た
り
し
な
い
よ

う
決
ま
っ
た
時
間
以
外
は
片
付
け
た

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

●
朝
の
歯
磨
き

寝
て
い
る
間
が
一
番
菌
の
繁
殖
が

盛
ん
で
す
。
朝
の
歯
磨
き
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

●
夜
の
歯
磨
き

一
日
の
食
べ
か
す
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
嫌
が
る
お
子

さ
ん
に
は
多
少
強
制
的
に
で
も
や
る

こ
と
で
「
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ

と
」
を
体
で
実
感
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ッ
素
塗
布

苫
前
町
で
は
生
後
一
歳
か
ら
四
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
年
二

回
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内
を
致
し
て

い
ま
す
。
最
大
四
回
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
民
課
け
ん

こ
う
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

アレルギー性疾患には、皮膚疾患（アトピ
ー性皮膚炎、じん麻疹、接触性皮膚炎）アレ
ルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、気管支
喘息などがある。それぞれに、原因療法、対
症療法がある。抗原検査を行ない、判明した
抗原（例：ダニ、カビ、ハウスダスト、スギ、
シラカバ、卵、牛乳、小麦、大豆など）の除
去、回避が第一であるが、全て判明するとは
限らず、また、完全には、回避は難しい。回
避としては、ダニに対して清掃・除湿、花粉
に対して、マスク、メガネなどの着用がある。
アトピー性皮膚炎では、スキンケアが大切で
ある。毎日の入浴・シャワーにて弱い石けん、
シャンプーを用い、汗や汚れを落とす。入浴
後、保湿剤を塗布する。室内を清潔にし、適
温適湿を保つ事などです。薬物療法の基本に
ついての説明は、アレルギー性結膜炎では、
抗アレルギー点眼薬を第１選択に、アレルギ
ー性鼻炎では、抗アレルギー薬（Ｈ1拮抗薬な
ど）に、局所ステロイド薬を併用、アトピー
性皮膚炎では、ステロイド外用薬に保湿剤の
組み合わせ、気管支喘息では、ステロイド吸
入に気管支拡張薬、抗アレルギー薬の追加と
いう形です。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

アレルギー性疾患について

期
間
　
六
月
四
日
〜
一
〇
日

標
語
「
自
主
点
検
　
欠
か
さ

ぬ
あ
な
た
に
　
グ
ラ
ン
プ
リ
」

・
危
険
物
は
、
身
近
に
存
在

し
て
お
り
ま
す
で
、
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
。

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

道
内
で
は
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
下
記
の
と
お
り
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
受
験
を

希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の

消
防
に
受
験
願
書
が
あ
り
ま

す
の
で
受
領
し
て
下
さ
い
。

【
試
験
日
程
】

七
月
三
〇
日
（
日
）

一
〇
月
二
二
日
（
日
）

二
月
一
八
日
（
日
）

願
書
受
付
は
、
約
一
ヶ
月

前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

危
険
物
安
全
週
間

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�６４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�６５-４１１９
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
病
院
な
ど
入
院
し
た
と
き
に
か

か
る
食
事
代
が
一
部
患
者
負
担
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

Ａ
　
入
院
中
の
食
事
代
に
つ
い
て
は
、

診
療
な
ど
の
医
療
費
に
か
か
る
一
部

負
担
金
（
国
保
加
入
者→

三
割
、
三

歳
未
満
の
乳
幼
児→

二
割
、
七
十
歳

以
上
の
一
般
の
方→

一
割
、
七
十
歳

以
上
の
一
定
以
上
所
得
者→

二
割
）

と
は
別
に
左
下
の
表
の
負
担
金
を
入

院
時
食
事
療
養
費
と
し
て
病
院
な
ど

に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該

当
す
る
場
合
は
、
苫
前
町
国
保
（
老

人
保
健
該
当
者
は
苫
前
町
）
の
発
行

す
る
「
減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
な

ど
に
添
え
て
病
院
の
窓
口
に
提
示
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
減
額
認
定
証
の
交
付
申
請
は
、

印
鑑
・
保
険
証
な
ど
を
持
参
の
う
え

役
場
町
民
課
ま
た
は
古
丹
別
支
所
の

窓
口
で
手
続
き
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
（
下
記

の
電
話
番
号
ま
た
は
窓
口
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護保険で在宅での利用できるサービスは？
苫前町で利用できる在宅サービスを紹介します。

お問合せ

苫前町役場町民課しあわせ係

0164-64-2215（内線273）まで

介護保険制度では、65歳以上にな
ると原因を問わずにサービスを利用す
ることができます。
また、40歳から64歳の方は老化に
起因する特定疾病により介護が必要に
なった場合、利用できます。
なお、介護保険サービスを利用する
には要介護認定が必要です。

◆訪問介護（ホームヘルパー）
ホームヘルパーが家庭を訪問

し、介護や家事など身の回りの援
助をします。

◆訪問看護
看護師や保健師などが家庭を訪
問し、看護の支援をします。

◆居宅療養管理指導
医師や歯科医師、薬剤師など

が家庭を訪問し、療養上の管理、
指導を行います。

◆福祉用具の貸与
車イスやベッドなどの福祉用

具の貸し出しをします。

◆通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどで、入
浴、食事の提供、機能訓練などのサ
ービスを日帰りで受けられます。

◆福祉用具購入費の支給
排泄や入浴に使われる用具の購
入費（1年間につき10万円を上限）
を支給します。

◆短期入所生活介護（ショートスティ）
介護老人福祉施設などの福祉施設に
短期入所し、日常生活の介護や機能訓
練が受けられます。

◆住宅改修費の支給
家庭での手すりの取り付けや段差の
解消などの小規模な改修の費用（改修
時に住んでいる住宅において20万円
を上限）を支給します。

不明な点などありましたら、町民
課内の在宅介護支援センターまで
気軽にご照会ください。

① 一般の方→１食につき２６０円
② 町民税非課税世帯に属する方等
（③以外の方）→１食につき２１０円
＊過去１年間の入院日数が９０日を超えている場合
→１食につき１６０円

③ ②のうち所得が一定の基準に満たないい７０歳以上の方等
→１食につき１００円

＊ 平成１８年４月１日より１日単位で計算していたものを１食
単位の計算に変更となりました。

◎入院時食事療養自己負担（１食単位）
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近
年
、
全
国
に
お
い
て
児
童
な
ど

幼
い
命
を
犠
牲
と
す
る
事
件
が
、
あ

と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会
で

は
、
町
内
小
学
生
を
対
象
に
防
犯
ブ

ザ
ー
を
配
布
し
、「
知
ら
な
い
人
に

声
を
か
け
ら
れ
て
も
、
つ
い
て
い
か

な
い
」、「
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

逃
げ
、
近
く
の
大
人
に
助
け
を
求
め

る
」
こ
と
を
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
皆
様
に

「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
の
対
応
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
防
犯
ブ
ザ
ー
が
聞
こ
え
た
ら
】

○
ま
ず
、
音
の
鳴
る
場
所
に
駆
け
つ

け
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
認
。

○
子
ど
も
の
身
に
危
険
が
見
ら
れ
た

ら
、
最
寄
の
警
察
署
及
び
小
学
校

へ
通
報
。

ま
た
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
、

地
域
見
守
り
を
重
要
課
題
と
し
、
登

下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
ど
も
一

一
〇
番
を
各
事
業
所
及
び
各
家
庭
に

協
力
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

地
域
全
体
で
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

苫
前
町
教
育
委
員
会
管
理
課

電
話
　
六
四
―
二
三
八
四

国民年金の保険料は、平成１８年度については、１３，
８６０円ですが、経済的な理由等で保険料の納付が困難な
場合は、申請手続きをしていただくことにより、保険料の
納付が全額又は一部免除される制度があります。
保険料の免除制度は、①全額免除・・保険料の全額を免
除②半額免除・・保険料の２分の１を免除（残り２分の１
を納付）の２種類でしたが、平成１８年７月からは③４分
の３免除・・保険料の４分の３を免除（残り４分の１を納
付）④４分の１免除・・保険料の４分の１を免除（残り４
分の３を納付）の２種類が新たに加わり、全額免除及び三
種類の一部免除の制度となります。一部免除が承認された
場合、納付していただく保険料額額は次のとおりとなりま
す。①４分の３免除の場合・・月額３，４７０円（保険料
の４分の１）②半額免除の場合・・月額６，９３０円（保
険料の２分の１）③４分の１免除の場合・・月額１０，４
００円（保険料の４分の３）これらの免除制度の承認を受
けるためには、ご本人、配偶者及び世帯主の前年所得が、
それぞれ一定の金額以下であることが条件です。免除が承
認された場合、免除期間は年金を受けるために必要な期間

（受給資格期間といいます。）に含まれますが、将来年金を
受け取る際に、免除の種類に応じて、免除期間分の年金額
が次のとおり減額されます。
①全額免除の場合・・年金額が３分の１に減額されます。
②４分の３免除の場合・・年金額が２分の１に減額されま
す。③半額免除の場合・・年金額が３分の２に減額されま
す。④４分の１免除の場合・・年金額が６分の５に減額さ
れます。
ただし、受け取る年金額が減額されることのないよう、
１０年以内に免除された保険料を納付することができま
す。この場合、承認された期間の属する年度から起算して、
３年目以降に納付する場合は、経過した年数に応じて一定
の額が加算されます。一部免除の場合、免除が承認されて
いても免除後の保険料が未納となっている場合は、一部免
除が無効となり、受給資格期間に含まれませんので、忘れ
ずに納付してください。なお、ご不明な点等については、
町民課住民係、留萌社会保険事務所国民年金業務（電話０
１６４―４３―７２１２）又はねんきんダイヤル（０５７
０―０５―１１６５）までお問い合わせ願います。

マイプランをしっかりと　　国民年金
平成18年7月から国民年金保険料の免除制制度が変わます

と
な
っ
た
ら
連
絡
を
！

児
童
の
見
守
り
防
犯
ブ
ザ
ー

ピ
ィ
ー

In
f
o
r
m
a
t
io
n

住
ま
い
る

ス

マ

イ

ル

情
報

住
ま
い
る

ス

マ

イ

ル

情
報

町
で
は
、
地
域
の
独
自
性
や
特
色

を
生
か
し
て
、
水
産
業
を
核
と
す
る

地
域
振
興
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
に
向
け
、
苫
前
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ

ョ
ン
協
議
会
及
び
検
討
会
を
開
催
し

な
が
ら
、
検
討
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

こ
の
度
、
苫
前
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
計
画
書
を
策
定
し
、
北
海
道
開
発

局
が
公
募
す
る
モ
デ
ル
地
域
マ
リ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
へ
応
募
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
さ
れ
た

市
町
村
に
は
、
認
定
書
が
交
付
さ
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
、
漁
港
整
備
等
で

国
の
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

回
覧
等
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。農

林
水
産
課
水
産
係

電
話
　
六
四
―
二
三
一
四

苫
前
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
計
画

〜
く
る
る
ん
＆
ふ
ら
っ
と

と
ま
ま
え
〜

留
萌
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
問
題
を
考
え
る
家
族
の
集

い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
集
い

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
（
疑
い
）

の
た
め
に
お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
人

の
ご
家
族
や
身
近
な
人
が
集
ま
り
、

お
互
い
の
体
験
や
気
持
ち
を
語
り
、

正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
、
共
通
す

る
悩
み
に
向
か
う
仲
間
に
出
会
う
こ

と
、
体
験
を
聞
い
て
自
分
自
身
を
振

り
返
る
こ
と
（
自
分
の
体
験
が
他
の

悩
ん
で
い
る
家
族
の
役
に
立
ち
ま

す
）
が
で
き
る
場
で
す
。

ま
た
、
家
族
が
病
気
を
理
解
す
る

こ
と
が
、
回
復
の
一
歩
で
す
。
精
神

的
に
安
定
を
取
り
戻
し
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
本
人
も

治
療
の
場
に
登
場
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

開
　
催
　
月
一
回

場
　
所
　
留
萌
保
健
福
祉
事
務
所

対
　
象
　
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
る
家
族
や
身
近
な
方

内
　
容
　
学
習
・
話
し
合
い

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

留
萌
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福

祉
部
（
留
萌
保
健
所
）
子
ど
も
・

保
健
推
進
課
（
電
話
〇
一
六
四

〜
四
二
〜
八
三
二
七
）

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を

考
え
る
家
族
の
集
い
の
ご
案
内

ピ
ィ
ー
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戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

大
川
　
ツ
ナ
（
80
歳
）
４
月
19
日

力
　
昼

工
藤
　
壽
子
（
60
歳
）
４
月
30
日

九
　
重

中
山
　
仁
幸
（
81
歳
）
５
月
７
日

小
　
川

関
　
　
勝
子
（
68
歳
）
５
月
13
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

本
間
　
愛
梨

あ
い
り

正
城
／
恵
　
４
月
９
日
古
丹
別

西
　
　
胡
春

こ
は
る

大
志
／
麻
衣
子

４
月
17
日
古
丹
別

長女二女

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
地

域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
無
料
。

難
し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。

人
権
相
談
は
、
離
婚
相
談
な
ど
の

家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借
家
の
問

題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
と

て
も
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と
し

て
、
人
権
相
談
所
が
、
法
務
局
で
常

時
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

町
村
役
場
や
公
共
施
設
な
ど
を
利
用

し
て
、
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
苫
前
町
で

は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
た
、
二
名
の
人
権
擁

護
委
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

竹
　
橋
　
隆
　
至
（
苫
前
）

大
矢
根
　
正
　
春
（
古
丹
別
）

相
談
に
つ
い
て
は
、
旭
川
地
方
法

務
局
留
萌
支
局
（
電
話
〇
一
六
四
〜

四
二
〜
〇
四
九
二
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
交
通
事
故
の

発
生
状
況
が
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

ま
た
、
交
通
量
の
多
い
地
域
に
お
け

る
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
、
騒
音
等
に

よ
る
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
特
に
、
窓

ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
の
貼
付

や
誤
認
を
招
く
、
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
の

装
着
・
使
用
、
排
気
ガ
ス
用
触
媒
・

マ
フ
ラ
ー
を
取
り
外
し
、
黒
煙
を
悪

化
さ
せ
る
燃
料
ポ
ン
プ
の
封
印
の
取

り
外
し
等
の
安
全
を
脅
か
し
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
不
正
改
造
車
の
排

除
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
全
国

的
に
不
正
改
造
車
の
排
除
の
た
め
の

諸
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
六

月
を
強
化
月
間
と
し
て
、
強
力
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

不
正
改
造
車
に
関
す
る
情
報
・
相

談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
北
海
道
運

輸
局
旭
川
運
輸
支
局
整
備
課
（
電
話

〇
一
六
六
―
五
一
―
五
三
六
三
）

不
正
改
造
車
排
除
強
化
月
間

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

技能無料サービスの日
～主催：苫前町総合技能士会～

※家賃は所得状況により異なります

道営オリオン団地入居者募集

と　　　き 6月24日（土）午後1時～午後3時まで
（受付：午後2時まで）

と　こ　ろ 苫前地区　 苫前町福祉センター（駐車場）
古丹別地区　古丹別町民広場（旧児童会館）

当日取扱品 包丁、カマ、鉄板ハサミ、植木バサミ
まな板、アルミ鍋、その他。

＊持参品には、名前を記載願います。
＊今年は新聞折込み等は行いません。
＊問い合わせ　苫前町商工会（事務局：６５－４１２１）

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
　
旭
　
　
布
　
市
　
慶
　
子
　
様

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
山
　
田
　
勝
　
則
　
様

各
町
内
会
・
団
体
等
へ
の
寄
付

（
町
遺
族
会
へ
）

○
　
旭
　
　
布
　
市
　
慶
　
子
　
様

（
苫
前
町
内
会
へ
）

○
　
旭
　
　
布
　
市
　
慶
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

納期内納入にご協力願います。

６月 町税の納期

今月は、
町 道 民 税
の納入月です。

風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年 売電実績
20,684,550円

（昨年実績 22,697,170円）
平成18年４月分の実績

・供給電力量　165,010kWh 
2,070,462円

（昨年実績　4,933,300円）

発生件数　　　５件
死 者 数　　　０人
負傷者数　　　６人

交通事故死ゼロ日数は

４月30日現在で728日

苫前町の交通事故情報
平成18年４月末現在

建設
年度

・全戸がオール電化住宅となっておりますので現在使用している暖房機等は使用で
きません。（電機蓄熱暖房機・電気温水器・電機調理器が設置されています。）
・駐車場を使用する場合は、家賃とは別に駐車場料金月額2,540円がかかります。
・物置や車庫等の設置、鳥獣等ペットの飼育は認められません。

名　称 所在地 構　造 型　式 戸数 床面積 家　　賃 備考

9
年度

10
年度

オリオン
団地Ａ棟

オリオン
団地Ｂ棟

苫前町字
旭40番地
の9

苫前町字
旭40番地
の11

鉄筋コン
クリート
造３階建
共同住宅

２LDK

３LDK

１戸

１戸

65.9
㎡

78.9
㎡

20,600円
～

45,300円

25,000円
～

54,900円

１階

２階

※同タイプの空き室があった場合には募集戸数を追加する場合があります。
○受付期間　平成１８年６月９日（金）～６月２３日（金）

（受付時間　９：００～１７：００）
○受付場所　苫前町役場建設課事務係
○選考基準　応募者数が募集戸数を上回った場合は抽選とします。
○入居時期　７月中旬以降
○問合せ先　苫前町役場建設課事務係　電話０１６４－６４－２３１５
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◆
五
月
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

（
大
型
連
休
）
で
始
ま
っ
た
。
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
由
来
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
一
般
的
に
は
四
月
二
九
日
か
ら
五

月
五
日
ま
で
の
期
間
に
な
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
期
間
の
間
の
平
日
を
休
み
に

す
る
こ
と
で
、
連
休
に
し
や
す
い
か
ら
、

大
型
連
休
と
な
る
◆
ク
ラ
ブ
活
動
や
部

活
動
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
絶
好
の
練
習
ウ
ィ
ー
ク
、
練
習

試
合
ウ
ィ
ー
ク
と
な
る
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
、
試
練
の
連
休
な
の
か
も

し
れ
な
い
、
先
生
や
親
か
ら
子
ど
も
を

見
る
と
、
一
番
心
身
と
も
に
成
長
す
る

連
休
か
も
し
れ
な
い
◆
こ
の
時
期
は
、

家
族
で
日
帰
り
の
行
楽
や
泊
ま
り
が
け

の
旅
行
、
帰
省
に
も
利
用
し
や
す
い
と

言
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
し
か
し
、
ク

ラ
ブ
活
動
や
部
活
動
を
し
て
い
る
子
ど

も
を
持
つ
親
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
関

係
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、

子
ど
も
中
心
で
生
活
が
動
い
て
お
り
、

子
ど
も
の
行
く
先
々
の
グ
ラ
ン
ド
や
体

育
館
へ
、
練
習
試
合
な
ど
を
見
て
ま
わ

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
様
子
を
見
て
い

て
も
、
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
が

伝
わ
っ
て
く
る
◆
昨
今
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

親
が
子
ど
も
を
殺
傷
し
た
り
、
子
ど
も

が
親
を
殺
傷
し
た
り
、
子
ど
も
が
、
さ

ら
わ
れ
た
り
す
る
事
件
が
多
発
し
て
い

る
。
当
町
の
小
学
生
も
、
防
犯
ベ
ル
を

持
っ
て
登
下
校
し
て
い
る
。
な
ん
で
、

こ
ん
な
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
？

◆
五
月
は
、
ほ
と
ん
ど
の
町
民
の
み
な

さ
ん
が
、
町
内
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や

植
樹
祭
、
ゴ
ミ
拾
い
活
動
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ィ
ー
な
ど
に
参
加
し
た
◆
子
ど
も

た
ち
に
「
防
犯
ベ
ル
」
を
持
た
せ
ず
に

登
下
校
さ
せ
る
日
が
い
つ
戻
っ
て
く
る

の
か
？
皆
さ
ん
で
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の
園児や児童生徒の作品を
紹介するコーナーです。

嶋崎漁業部さんの作業場屋根に巣を
つくり卵を抱く、カモメ（オスとメ
スが交代で、育てていると言う。）

苫前保育園の園児の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『こいのぼり』

ウロコをじょうず
にかいてきること
ができました。

青組（4歳）

下田　和歩くん

『合わせ絵』

ケーキといぬにみ
えるかな？

藤組（5歳）

三好那尚香ちゃん

『母の日のプレゼント』

カーネーションが
じょうずにできま
した。

藤組（5歳）

佐井　悠那ちゃん

『こいのぼり』
（ぼかし絵）

水で色をぼかして
いくところが楽し
かった。

藤組（5歳）

北村　和輝くん

『母の日のプレゼント』

おかあさんのかお
をかわいくかけま
した。

青組（4歳）

本田　愛珠ちゃん

『いちご』

いちごのはっぱじ
ょうずにかけまし
た。

赤組（2歳）

石井　　慧くん

『チューリップ』

ちゅうりぷのかお
をかわいくかけま
した。

黄組（3歳）

関野　洋人くん

『さくら』

きのねっこ
とえだをじ
ょうずにか
けました。

青組（4歳）

大矢根千尋ちゃん


